　　

突然の地震とそれに続く原発事故。空気・水・食物、そして心の動揺。あの日を境に日常の保育が立ち行かない状況が続いています。それぞれの園でも心配や御苦労が絶えないと思います。それでも子どもたちは前を向いて、希望を求めて生きようとしています。こんなときにと思われるかもしれませんが、こんな時だからこそ集まり、子どもたちのこと、保育のこと、そして現実の社会のことを学ぶことが大切だと考えています。貴重な学びの場ですので、皆様のご参加をお待ちしております。
日時　　５月７日（土）･８日（日）
　　　　　　午後3時30分より
会場　　とねっこ保育園

日程と内容

５月７日（土）

うたとあそび　３：３０～
形にとらわれず、子どもたちと呼吸を交わしながら、心がなごかになるわらべ歌をたくさん学んでいきたいと思います。もちろん、子どもも一緒に参加できます。
　　　　子どもと文学
子どもたちが大好きなお話や紙芝居。より広く深い精神活動の場でもあり、保育者が子どもたちに“思い”を伝えていける大切な場でもあります。読み聞かせを中心に文学について学びましょう。

夕食・交流会１９：００～

　　　　　夕食をとりながら、さらに深く交流したいと思います。
５月８日（日）

　　　　子どもの絵から学ぶ９:００～１６:００

　　　　　各園の子どもたちの絵をもとに、表現された子どもの心を見つめ、子どもに思いを寄せながら、その見方･とらえ方も学びましょう　　
· 参加については事前の準備等もありますので、創風社･千田またはとねっこ保育園までご連絡ください。新しく参加を希望される方を、ぜひ誘ってきてください。宿泊はホールになります。
連絡先　創風社　０３－３８１８－４１６１　とねっこ保育園　０２９７－７８－２２０３　　　

おしらせ

只今、国際子ども図書館（上野公園内）において、『日本の子どもの文学』という企画をやっています。明治以降、現代までの児童文学の流れとともに、その時代時代の子どもの捉え方、国家の政策が及ぼした影響などが、それぞれのエポックとなる作品とともにわかりやすく展示されています。シンプルな展示ながら見ておいたらよい企画課と思います。
